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● 会 長 報 告        平野 純也君 

皆さん、こんにちは。 

本日の例会は、年

内に行われる昼の例

会としましては、最

後の例会となります。

暦の上では、クラブ

運営も半分が過ぎたように見えますが、年明け

の行事も多く、まだまだ気が抜けません･･･。 

さて、まずは報告事項ですが、先週の金曜日

に、第四グループ、第４回の会長幹事会が小杉

苑にて行われました。最初に「第４グループの

合同奉仕事業」の報告がありました。今回の事

業は「子ども食堂支援事業」です。目的は「貧

困を次の世代に引き継がないために、どんな境

遇の子どもたにも未来に希望を抱き、笑顔で暮

らせる社会づくりを目的とする」として、お米

の寄贈式（総量 1トン）を行いました。参加者

は９クラブ合計で 296名、外部の方 54名で、合

計 350名が合同奉仕事業に参加しました。事業

目的は、とされています。昨今の米不足、物価

高騰も重なり、今回の支援活動は子ども食堂の

皆さまに大変喜んでいただけたとの報告でした。

次に、3 月に藤枝で行われますインターシティ

ー・ミーティングの費用の件ですが、藤枝クラ

ブは、クラブ負担金 12万 3千円、登録料 20万

円の 32万 3千円となります。 

また、会議後の懇親会では、隣の席の焼津南

クラブの辻会長とお話をしました。私と同じ年

ですが、会員歴が 17年。今まで国内の様々なク

ラブにメークアップをされており、そこで出会

った仲間が、辻会長の今年度に、焼津南クラブ

の例会にクラブから続々と訪問されているとの

ことで、驚きました。また、辻会長は、アメリ

カ・イリノイ州にあるロータリー世界本部にも

訪問したことがあるとのことでした。世界本部

には、ロータリークラブの最初の例会が開かれ 

 

た事務所「711 号室を再現した部屋」がありま

す。世界中のクラブにメークアップができるの

も、ロータリークラブの素晴らしいところだと

思いました。私も、他クラブ例会にメークアッ

プし、交流を増やしたいと思いました。 

さて今回の例会は、12月の月間テーマである

「疾病予防と治療月間」に合わせ、村松英昭会

員の「保険卓話」となります。私も、歯の健康

はとても重要だと考えています。様々な病気は

口（歯）からくると言われますので、日ごろの

ケアをしっかりとして、健康を保っていきたい

と思います。 

● 理 事 会 報 告        増田 貴行君 

・2025年1.2月例会プログラムが承認されました。 

・1/8新年賀詞交歓会について、承認されました。 

・12/18クリスマス夜間例会について、承認さ 

れました。 

・2/26職場訪問例会②について、承認されました。 

・1/25音楽フェスについて、継続審議となりました。 

・2/5クラブ協議会について、承認されました。 

・2/12会員卓話について、継続審議となりました。 

・2/19外部卓話について、継続審議となりました。 

・下期会費について、承認されました。 

・藤枝順心サッカー部全国大会支援のお願いに 

ついて、１口 5,000円支援となりました。 

・次年度クラブ情報ご提出のお願いがありました。 

・第 59回藤枝市サッカーリーグ戦閉会式のご案 

内があり、会長、幹事、八木奉仕委員長、杉 

浦青少年担当、朝比奈孝職業奉仕担当が出席 

いたします。 

・藤枝市長杯支援金について、クラブ計画書通 

り 2万円支援いたしました。 

・藤枝商工会議所新年祝賀会のご案内があり、 

会長が出席いたします。 

● 幹 事 報 告         増田 貴行君 

・藤枝順心中学校、高等学校より 

「第 48回美術デザインスタイル作品展」及び 

「第 3回クックデザインスタイルコンクール」 
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開催のご案内がとどきました。 

・一般財団法人 比国育英会バギオ基金より 

2023年度事業報告書と基金へのご寄付のお 

願いが届きました。 

● 出 席 報 告         松葉 隆夫君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

30／41 73.17％ 31／41 75.60％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○青島彰君 ○池ノ谷君 ○石上君 内田君 

○落合君 ○勝又君 ○金森君 河森君 

○北島君 玉木君 ○松田君 ○望月君 

※〇印は欠席連絡あり 

(２)メークアップ者 

北島 毅君（11/22静岡日本平） 

● スマイル B O X        松葉 隆夫君 

・12月 15日 誕生日お祝い有り難うございま 

した。80才の壁の高さを痛感しております。 

自営業に携わって居る為 毎日出社しできる 

範囲の仕事をこなしています。ロータリーク 

ラブへの出席も生活のリズムとしての大切な 

一週間の区切りとなっています。仕事を続け 

る事クラブへの出席が大切な元気の源と考え 

ております。健康が続く限り出席を続けます。 

お祝い有り難うございました。 小西啓一君 

・順心高校 美術デザインスタイル、クックデ 

ザインスタイルの作品展のお知らせとスプリ 

ングコンサートのご案内をさせていただきま

す。             戸田雪子君 

スマイル累計額 ３９，２００円 

● 保 健 卓 話          村松 英昭君  

健康格差 

健康格差社会の実像 

地域間格差 

社会階層間各社 

心理的ストレス、うつ 

不平等が健康を損なう 

社会と健康をつなぐもの心の大切さ、なぜ、結

婚や友達は健康に良いのか 

人間関係と健康について結婚と健康・非婚者と

健康・なぜ結婚は健康によいのか 

仕事と健康 

職業性ストレスと健康 

増える不安定雇用 

多くの社員のモチベーションが低下した成果主義 

所得格差と健康 

健康によい社会政策を考えよう 

社会経済格差の拡大を招く政策の見直し 

社会保障政策・労働政策・教育政策・税制 

ジニ係数  所得や資産の分配の不平等度を

はかる指標の一つ、0～1の値をとり、1に近い

ほど不平等が高いことを示す。 

ソーシャルキャピタル 人々の間の信頼関係

や地域社会におけるつながりのこと、生産性の

向上や経済発展に寄与されることからいう。 

●ロータリーの友紹介   村松 繁君 

『ロータリーの友  １２月号紹介』 

みなさんこんに

ちは。ロータリ

ーの友 紹介の

村松です。 

よろしくお願い

します。 

まず、冒頭 ５

ページの会長メッセージをご覧ください。 

左下、「さて、韓国の・・・」で始まる文章は注

目すべき情報です。ソウル・ハンス RCは、過去

４年間、４つの衛星クラブ（奉仕クラブ・音楽

愛好家のためのクラブ・職業人へのメンタリン

グを行う分野特化型クラブ・大学生のためのク

ラブ）を立ち上げたそうです。このメッセージ

の中からは、具体的な活動は読み取れませんで

したが、刺激的な内容なので、ご一読ください。 

さて、１２月は疾病予防と治療月間になりま

す。７ページからは「地域社会の疾病予防と治

療に取り組むには」という特集が組まれていま

す。下に特集の趣旨が書かれています。「私たち

が住む日本は、先進国の中でも高度な医療技術

と制度を持つ国です。しかし、日本の地域医療

には、さまざまな課題が潜んでいます。特に、

医師の偏在による不足、医療資源の地域間格差

は、地域住民の健康と福祉に大きな影響を及ぼ

しています。今回は、地域医療の現状とその問

題点に目を向け、この分野においてロータリー

クラブがどのように貢献できるかについて考察

します。」とあります。 

８ページをご覧ください。右側下の「世界でみ
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《1 月の事務局開局日時》 

ると・・・」から始まる文章は日本の現状を示

しています。「先進国グループの経済協力開発機

構（OECD）加盟国 38か国の人口１０００人当た

りの医師数は、平均が 3.5人に対して日本は 2.4

人で 32位。」なんです。急激に医師の数は上げ

られませんので、DXなどを活用して効率よい医

療を進めていく必要があると記事は訴えています。 

医療の分野でも、グローバル補助金が役立っ

ている記事を紹介します。14ページになります。

久我弘典医師は、国立精神・神経医療研究センタ

ー認知行動療法センター長ですが、2016-17 年

度の補助金によりジョンズ・ホプキンス大学に

留学しています。彼の活躍記事をどうぞお読み

ください。 

18-19 ページの見開き記事は必読です。ポリ

オサバイバーのアスフォースさんは、ポリオ撲

滅の募金集めのため、54 日間の旅に出ました。

その記録がスゴロクのように記されています。

特にスロベニアについてのコメント「現役を退

く日が来たら、私はここで生活を送るだろう。

食べ物はおいしいし、人は優しく、古い町並み

がとにかく美しい。」と書いてあります。私もス

ロベニアに行ってみたいと思いました。 

20-21 の見開きからは、ロータリーのマジッ

クを紹介する特集です。 

未来へ羽ばたけ という冒頭の記事には東北の

大震災で両親を亡くした子を支援している

「JETO」という団体を作った仙台泉 RCを紹介し

ています。P21 の「この子どもたちに対して、

私たちは長期にわたって寄り添うべく、20歳に

なるか、大学を卒業するまで「生活・教育支援

金」を贈り続けることにしました。」という文章

には衝撃を覚えました。どうぞ、ここからの特

集もご一読ください。 

26-27 はバギオ基金の紹介です。幹事を経験

すると「バギオだより」が届きましたと案内す

るのですが、フィリピンのバギオになぜ育英資

金を支援しているのかが分かる記事です。P27

には留学生を卓話に呼ぼうとあります。バギオ

基金で留学している留学生の話しを是非聞いて

みたいと思いました。また、P47 にはバギオ訪

問交流の旅の募集があります。このような企画

に参加すると、ロータリアンとして厚みを増す

んだろうと思います。 

ｐ44をご覧ください。 

今後のＲＩ国際大会の予定が出ています。 

来年のカルガリーの次は台湾です。そのあとハ

ワイ、ミネアポリスと続きます。台湾、みんな

で行きませんか。 

たてぐみの記事を短く紹介して終わりにします。 

4 ページからは、白血病を克服したアナウンサ

ーさんのスピーチをまとめたものになります。

こちら、必読の記事になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／太田 暢裕君） 

月 火 水 木 金 

13 14 15 16 17 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

20 21 22 23 24 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

27 28 29 30 31 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

※ 開局日時は変更になる場合があります。 

    最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

事務局 

〒426-0037 

藤枝市青木 1-11-10 アクセス 21 

TEL054-647-2300 FAX054-647-2040 

E-mail: club1972@fujieda-rotary.org 

四つのテスト 

ソングリーダー…… 江﨑晴城君 

ソング…… 我らが藤枝ロータリー 

 


